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青森県教育委員会第９０５回定例会
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［議案第１号］ 
 
 
 

青森県における教育の振興のための施策に関する 

基本的な計画について 

 

 

 

教育基本法（平成１８年法律第１２０号）第１７条第２項の規定に基づ

く地方公共団体における教育の振興のための施策に関する基本的な計画

を次のとおりとする。 
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令
和

６
年

○
月

○
日

青
森

県
教

育
委

員
会

青
森

県
教

育
振

興
基

本
計

画
【2

0
2

4
 

2
0

2
8

年
度

】
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教
育

⾧
 

 
 

 
 

（
児

童
生

徒
の

皆
さ

ん
へ

）
　
　

　
　

青
森

県
 

 
三

方
 

海
 

囲
 

 
 
世

界
自

然
遺

産
「白

神
山

地
」を

は
じ

め
とす

る
多

くの
美

し
い

自
然

に
恵

ま
 

 
一

万
年

 
 

⾧
 

 
 

 
 
平

和
的

 
協

調
的

 
社

会
 

築
 

 
 

 
先

祖
 

 
受

 
継

 
 

縄
文

文
化

 
息

 
 豊

 
 

県
 

 
 
 

 
 

 
皆

 
 

 
周

 
 

 
 
青

森
 

 
 知

  
青

森
 

大
好

 
 

 
思

 
 

 
 

 
 

 
 

大
人

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 
青

森
県

 
財

（
 

 
 

）
 

 
 

皆
 

 
 

 
 

 
 
大

人
 

 
 

 
力

 
 

 
 

 
 思

 
て

い
ま

す
。

　
家

族
や

学
校

の
先

生
は

も
ち

ろ
ん

で
す

が
、
地

域
の

方
々

、
そ

し
て

、
私

た
ち

県
教

育
委

員
会

も
、
皆

さ
ん

そ
れ

ぞ
れ

が
、
持

っ
て

生
ま

れ
た

才
能

の
花

を
大

き
く咲

か
せ

ら
れ

る
よ

う
、
お

手
伝

い
を

し
て

い
き

ま
す

。
予

測
の

困
難

な
時

代
 

 
 
自

 
未

来
 

切
 
拓

 
 

 
 

 
力

 
付

 
 

 
 

 
 願

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
青

森
 

未
来

 
担

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

　
学

び
は

、
生

涯
を

通
じ

て
続

け
て

い
くも

の
で

す
。
学

校
教

育
、
社

会
教

育
、
文

化
・ス

ポ
ー

ツ
等

で
の

学
び

を
と
お

し
て

、
自

分
自

身
を

肯
定

し
、
人

を
思

い
や

り
、
認

め
る

こ
と
の

で
き

る
豊

か
な

心
を

育
み

な
が

ら
、
一

人
一

人
が

生
き

生
き

と暮
ら

せ
る

た
め

の
教

育
で

あ
り
た

い
と思

い
ま

す
。
特

に
、
未

来
を

担
う
こ

ど
も

た
ち

が
笑

顔
で

、
学

ぶ
こ

と
を

面
白

 
 
思

 
 
 

 
 

予
測

 
困

難
 

時
代

 
生

 
抜

 
 

 
 力

 
身

 
付

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

据
 

 
教

育
 

進
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 青

森
 

学
 

 
日

本
一

幸
 

  
思

  
 

 
 

 
 

 
 

教
育

 
推

進
 

 
市

町
村

教
育

委
員

会
 

学
校

関
係

者
等

 
 

連
携

 
下

 
県

民
 一

体
  

 
 

取
 
組
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教
育

⾧
 

 
 

 
 

　
　

　
　

　

（
教

職
員

を
は

じ
め

と
し

た
教

育
関

係
者

の
皆

様
へ

）
　
県

教
育

委
員

会
で

は
、
本

県
の

こ
ども

た
ち

が
笑

顔
で

学
 

 
健

 
 

 
成

⾧
 

 
 

 
 

願
 

 
 青

森
県

基
本

計
画

『青
森

新
時

代
』へ

の
架

け
橋

」に
も

掲
げ

ら
れ

て
い

る
「あ

お
も

り
の

未
来

を
つ

くる
こ

ども
た

ち
の

た
め

の
学

校
教

育
改

革
」の

推
進

に
取

り組
ん

で
参

り
ま

す
。

　
こ

ども
を

大
人

と同
じ

よ
う
に

、
一

人
の

人
間

とし
て

尊
重

し
な

が
ら

、
そ

れ
ぞ

れ
の

可
能

性
を

引
き

出
す

教
育

を
進

め
る

た
め

に
は

、
「個

別
最

適
な

学
び

」と
「協

働
的

な
学

び
」を

実
現

で
き

る
よ

う
、
取

り
組

む
こ

と
が

必
要

で
す

。
ま

た
同

時
 

 
働

 
方

改
革

 
通

 
 

 
高

 
志

 
持

 
 

教
職

員
 

 
 

 
 

皆
様

 
 
 

  
 

幸
 

 
 

 
 

教
育

 
専

念
 

て
働

け
る

環
境

づ
くり

を
進

め
な

け
れ

ば
な

りま
せ

ん
。
　

　
皆

様
が

時
間

と
心

に
ゆ

とり
を

持
て

る
こ

と
は

、
こ

ど
も

た
ち

一
人

一
人

と
一

層
向

き
合

え
る

こ
と
に

も
つ

な
が

る
と考

え
て

お
り
、
教

職
員

と
こ

ども
た

ち
双

方
の

ウ
ェル

ビ
ー

イ
ン

グ
※

 実
現

に
向

け
て

取
組

を
進

め
て

ま
い

りま
す

。

（
保

護
者

、
地

域
の

皆
様

へ
）

　
こ

ども
た

ち
は

地
域

の
財

（
た

か
ら

）
で

あ
り
、
学

校
・家

庭
・地

域
を

は
じ

め
、
様

々
な

機
会

や
場

所
で

の
学

び
や

経
験

 
通

 
 

成
⾧

 
 

 
 

 
 

 
人

生
10

0
年

時
代

 
 

 
 

 
健

康
 

生
涯

学
 

続
 

 
 

  
 
 

 
大

事
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 青
森

 
愛

着
 
誇

 
 

持
 

 
自

 
学

 
 
 

 
 

 
暮

 
 

大
人

 
見

 
 
 

  
 

 
 

 
 

 
大

人
 

目
指

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
大

人
 

 
 
 

  
 

 
 

 
時

代
 

 
  

 
 

 
 
自

分
 

姿
 

見
 

 
  

 
 
思

い
ま

す
。

 
青

森
 

未
来

 
担

 
全

 
 

 
  

 
 

 
夢

 
希

望
 

持
 

 
幸

 
 

 
 

 
 
 
保

護
者

 
地

域
 

皆
様

 
 

応
援

し
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

　
　
　

※
 ウ

ェル
ビ

ー
イ

ン
グ

　
…

身
体

的
 精

神
的

 社
会

的
 

良
 

状
態

 
 

 
 

  
 

 
 
短

期
的

 
幸

福
 

 
 

 
 

 
生

 
 

 
 

人
生

 
意

義
 

 将
来

 
 

 
 

持
続

的
 

幸
福

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 含

 
 

 
 
 

 
 
個

人
 

取
 巻

 場
 

地
域

 
社

会
 

持
続

的
 

良
 

状
態

 
 

 
 

  
含

 
包

括
的

 
概

念
 

令
和

６
年

６
月

青
森

県
教

育
委

員
会

教
育

⾧
 
風

張
 

知
子
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目
　

次

第
２

章
　
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

の
策

定
に

当
た

って
 ・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
 

・
・

 
・

・
・

２

第
１

章
 
青

森
県

教
育

施
策

 
方

針
 ・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
１

１
　
趣

旨

２
　
期

間

３
 
記

述
 

関
 

 
留

意
事

項

４
　
政

策
・施

策
体

系

５
 
 

 
 

  
 

 
 

 
見

方
【記

載
例

】

第
３

章
　
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

・
・

・
・

・
・

・
・

 
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

 
・

・
・

・
5

参
考

　
大

綱
 第

４
章

 学
校

教
育

改
革

の
推

進
に

関
す

る
主

な
事

業
　
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
1

6

参
考

　
県

基
本

計
画

との
対

比
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
1

5
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第
１

章
 
青

森
県

教
育

施
策

 
方

針

 
青

森
県

教
育

委
員

会
 

 
郷

土
 

誇
 
 

持
 

 
多

様
性

 
尊

重
 

 
創

造
力

豊
 

 
 

新
 

 
時

代
 

主
体

的
 

切
 拓

 人
 

  
 

目
指

 
 

 
 
 

 
 

 
 

　
夢

や
志

の
実

現
に

向
け

、
知

・徳
・体

を
育

む
学

校
教

育

　
学

び
を

生
か

し
、
つ

な
が

りを
つ

くり
出

す
社

会
教

育

　
次

代
へ

伝
え

る
、
か

け
が

え
の

な
い

文
化

財
の

保
存

・活
用

 
活

力
 
健

康
 
感

動
 

生
 

出
 

 
 

 
 

を
、
市

町
村

教
育

委
員

会
、
家

庭
や

地
域

社
会

との
連

携
を

図
りな

が
ら

推
進

し
ま

す
。

　

１

 
青

森
県

教
育

委
員

会
 

 
 
本

県
 

教
育

行
政

 
基

本
的

 
目

標
及

 
施

策
 

方
向

性
 

示
 

 
 

 
 青

森
県

教
育

施
策

 
方

針
」を

定
め

て
い

ま
す

。
こ

の
方

針
に

基
づ

き
、

各
施

策
を

推
進

し
ま

す
。
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本

 
 

 
 

 
令

和
６

（
20

2
4）

年
度

 
 

令
和

10
（

20
2
8）

年
度

 
 

 
５

年
間

 
計

画
期

間
  

 
 

 

 
 

 
 
毎

年
 
各

種
施

策
 

進
捗

状
況

 
確

認
 
点

検
 評

価
 

実
施

 
 

 
 
 

 
 
大

綱
 

 
 

 
見

直
 

 
行

 
 

 
際

 
 

整
合

性
 

図
 

 
 

 
必

要
 

応
 

 
本

 
 

 
 

更
新

 
 

 
 

 
 

 

 
青

森
県

 
 

 
県

行
政

全
般

 
係

 
政

策
及

 
施

策
 

基
本

的
 

方
向

性
 

 
 

 
総

合
的

 
 

体
系

的
 

示
 

 
県

行
政

運
営

 
基

本
方

針
 
 

 
 青

森
県

基
本

計
画

『青
森

新
時

代
』へ

の
架

け
橋

」 
（

以
下

「県
基

本
計

画
」と

い
う
。
）

を
策

定
し

て
い

ま
す

。

　
さ

ら
に

、
県

基
本

計
画

に
掲

げ
る

め
ざ

す
姿

の
実

現
に

向
け

、
教

育
施

策
に

お
け

る
目

標
や

方
針

を
示

し
た

教
育

分
野

に
お

け
る

個
別

計
画

  
 

 
地

方
教

育
行

政
 

組
織

及
 

運
営

 
関

 
 

法
律

及
 

教
育

基
本

法
 

規
定

 
踏

 
 

 
令

和
６

年
３

月
 
知

事
 

 青
森

県
教

育
施

策
の

大
綱

 あ
お

も
り未

来
教

育
ビ

ジ
ョン

Ve
r 

1.
0
」（

以
下

「大
綱

」と
い

う
。
）

を
策

定
し

て
い

ま
す

。

 
 

 
 

 
踏

 
 

 
県

教
育

委
員

会
 

 
 
本

県
教

育
 

更
 

 
振

興
 

向
 

 
 
今

後
取

 組
 

 
 

具
体

的
 

施
策

 事
業

 
 
 

の
進

捗
状

況
を

効
果

的
に

把
握

す
る

た
め

の
指

標
を

設
定

し
た

「ア
ク

シ
ョン

プ
ラ

ン
」（

以
下

「本
プ

ラ
ン

」と
い

う
。
）

を
作

成
し

ま
し

た
。

 
 

 
 
今

後
 

本
県

教
育

 
更

 
 

充
実

 発
展

 
向

 
 

 
 
県

及
 

県
教

育
委

員
会

 
一

体
  

 
 

施
策

運
営

 
必

要
 

 
 

こ
と
か

ら
、

本
プ

ラ
ン

の
策

定
に

当
た

って
は

、
県

基
本

計
画

や
大

綱
との

整
合

を
図

る
と
とも

に
、
①

県
基

本
計

画
、
②

大
綱

、
③

本
プ

ラ
ン

の
３

つ
を

あ
わ

せ
て

、
教

育
基

本
法

第
17

条
第

２
項

に
規

定
さ

れ
る

「地
方

公
共

団
体

に
お

け
る

教
育

の
振

興
の

た
め

の
施

策
に

関
す

る
基

本
的

な
計

画
」と

位
置

づ
け

る
こ

と
とし

ま
し

た
。

　
今

後
、
県

教
育

委
員

会
で

は
、
本

プ
ラ

ン
に

基
づ

く各
種

施
策

の
点

検
・評

価
な

ど
、
教

育
施

策
の

PD
C

A
サ

イ
ク

ル
を

進
め

て
い

き
ま

す
。

第
２

章
　
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
の

策
定

に
当

た
っ

て

１
　
趣

旨

２
　
期

間

２
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Ⅰ
　
あ

お
も

り
の

未
来

を
つ

くる
こ

ど
も

た
ち

の
た

め
の

学
校

教
育

改
革

施
策

１
 

 知
 徳

 体
  

調
和

 
取

 
 

 生
 

 
力

  
育

成
施

策
２

　
グ

ロ
ー

バ
ル

社
会

へ
の

対
応

と主
体

的
に

社
会

に
参

画
す

る
学

び
の

推
進

施
策

３
　

「生
き

る
・働

く・
学

ぶ
」を

つ
な

ぐ
キ

ャ
リア

教
育

の
推

進
施

策
４

　
多

様
な

教
育

的
ニ

ー
ズ

へ
の

対
応

施
策

５
　

こ
ども

の
学

び
を

支
え

る
教

育
環

境
の

整
備

とき
め

細
か

な
指

導
の

充
実

に
向

け
た

人
財

の
確

保
・育

成
施

策
６

　
学

校
・家

庭
・地

域
の

連
携

・協
働

の
推

進

Ⅱ
　
元

気
な

地
域

づ
くり

・人
づ

くり
施

策
７

　
地

域
の

強
み

を
生

か
し

た
地

域
づ

くり
と
人

づ
くり

施
策

８
  

人
生

10
0
年

時
代

 
学

 
直

 
 

生
涯

学
習

 
推

進

Ⅲ
　
文

化
・ス

ポ
ー

ツ
の

振
興

施
策

９
 
歴

史
 文

化
 

価
値

 
魅

力
 

対
 

 
理

解
 
活

用
 

促
進

 
施

策
10

 
楽

 
 体

 
動

 
 

 
 

 
 

 
親

 
 

環
境

 
  

 競
技

力
 

向
上

　
県

基
本

計
画

に
お

け
る

政
策

テ
ー

マ
「こ

ど
も

」及
び

「地
域

社
会

」の
教

育
分

野
に

関
連

す
る

政
策

・施
策

体
系

に
沿

っ
て

、
各

取
組

を
推

進
し

ま
す

。

4　
政

策
・施

策
体

系

第
２

章
　
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
の

策
定

に
当

た
っ

て
３

３
 
記

述
 

関
 

 
留

意
事

項

 
青

森
県

 
 

 人
 

青
森

県
 

 
  

 
『財

（
た

か
ら

）
』で

あ
る

」と
い

う
基

本
的

考
え

か
ら

、
「人

」「
人

材
」な

ど
を

「人
財

」と
表

し
て

い
ま

す
。
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＜
主

な
取

組
＞

1-
①

 児
童

生
徒

 
確

 
 

学
力

 
育

 
 

 
 
個

別
最

適
な

学
び

と協
働

的
な

学
び

の
一

体
的

充
実

に
取

り
組

み
ま

す
。

1-
②

 情
報

活
用

能
力

 
  

 
 

 
 

 
時

代
 

求
 

 
 

 
資

質
 能

力
 

育
成

 
取

 
組

 
 

 
 

５
 
 

 
 

  
 

 
 

 
見

方
【記

載
例

】

第
２

章
　
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
の

策
定

に
当

た
っ

て
4

施
策

１
 
 知

 徳
 体

  
調

和
 

取
 

 
 生

 
 

力
  

育
成

10
の

施
策

体
系

を
記

載
し

て
い

ま
す

県
基

本
計

画
の

＜
主

な
取

組
＞

を
記

載
し

て
い

ま
す

＜
主

な
事

業
＞

①
 学

校
D

X
ス

タ
ー

ト
ア

ップ
事

業
（

校
務

以
外

分
）

①
 小

・中
学

校
教

科
充

実
支

援
事

業

②
 高

等
学

校
に

お
け

る
Ｉ

Ｃ
Ｔ

を
活

用
し

 
資

質
 能

力
 

育
 

授
業

 
  

推
進

事
業

＜
主

な
取

組
＞

に
関

連
す

る
事

業
名

を
記

載
し

て
い

ま
す

№
指
標

調
査
名

現
状
値

目
標
値

(R
10
)

①

 
課

題
の

解
決

に
向

け
て

、
自

分
で

考
え

、
  

 自
分

か
ら

取
り組

ん
で

い
る

児
童

生
徒

　
　
 の

割
合

　
　
　
　

　
　

　
　
　
　

　
　

　
　
　
　

 
話

し
合

う
活

動
を

通
じ

て
、
自

分
の

考
え

　
 を

深
め

た
り
、
 広

げ
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

　
　
 る

児
童

生
徒

の
割

合

全
国

学
力

 学
習

状
況

調
査

（
文

部
科

学
省

）

(R
5)

 
小

　
 

 8
1.

8％
　
　
　

　
　
  

 8
4.

5％
中

　
 

 7
9.

7％
　
 

  
  

  
 8

2.
2％

小
、
中

と
も

に
現

状
値

  
 

よ
り増

②

［
教

員
 

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
指

導
力

］
 

授
業

に
Ｉ

Ｃ
Ｔ

を
活

用
し

て
指

導
す

る
  

  
 能

力
 

児
童

生
徒

の
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

を
指

導
す

  
  

  
能

力

学
校

に
お

け
る

教
育

の
情

報
化

の
実

態
等

に
関

す
る

調
査

結
果

（
文

部
科

学
省

）

(R
4)

　
県

  
  

 
 7

6.
6%

　
　

　
　
  

  
 7

8.
8%

全
国

  
 7

8.
1%

　
　
　

　
　
　

  
 7

9.
6%

 
、
 

と
も

に
10

0%

＜
主

な
取

組
＞

を
評

価
す

る
指

標
と

目
標

値
を

記
載

し
て

い
ま

す

番
号

は
、

主
な

取
組

と
、

そ
れ

に
関

連
す

る
事

業
や

評
価

す
る

指
標

と
の

つ
な

が
り

を
示

し
て

い
ま

す

-9-



施
策

１
 
 知

 徳
 体

  
調

和
 

取
 

 
 生

 
 

力
  

育
成

（
１

）

第
３

章
　
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
5

№
指

標
調

査
名

現
状

値
目

標
値

(R
1

0
)

①

 
課

題
の

解
決

に
向

け
て

、
自

分
で

考
え

、
自

分
か

ら
取

り
　
 組

ん
で

い
る

児
童

生
徒

の
割

合
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
 

話
し

合
う
活

動
を

通
じ

て
、
自

分
の

考
え

を
深

め
た

り
、
広

 
  

 げ
た

り
す

る
こ

とが
で

き
る

児
童

生
徒

の
割

合

全
国

学
力

 学
習

状
況

調
査

（
文

部
科

学
省

）
(R

5)
 

　
小

　
 

 8
1.

8％
　
 

 8
4.

5％
　
中

　
 

 7
9.

7％
　
 

 8
2.

2％

小
、
中

と
も

に
現

状
値

よ
り
増

②
［

教
員

 
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

指
導

力
］

 
授

業
 

Ｉ
Ｃ

Ｔ
 

活
用

 
 

指
導

 
 

能
力

 
児

童
生

徒
 

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
 

指
導

 
 

能
力

学
校

に
お

け
る

教
育

の
情

報
化

の
実

態
等

に
関

す
 

調
査

結
果

（
文

部
科

学
省

）

(R
4)

　
 県

 　
　
 

 7
6.

6%
　
 

 7
8.

8%
 全

国
  

 
 7

8.
1%

　
 

 7
9.

6%

 
、
 

と
も

に
10

0%

②

［
教

員
 

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
指

導
力

］
 

障
が

い
の

あ
る

児
童

生
徒

が
、
授

業
の

中
で

情
報

端
末

  
  

 等
 

活
用

 
 

計
画

 
立

案
 

 
 

割
合

 
特

別
支

援
学

校
教

員
が

、
授

業
の

中
で

情
報

端
末

等
 

  
  

活
用

 
 

指
導

 
 

計
画

 
立

案
 

 
 

割
合

青
森

県
特

別
支

援
学

校
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

調
査

（
県

教
育

庁
）

(R
5)

　
　
　

　
 

 7
5.

4%
　

 　
　
　
　
　
　
  

 7
9.

6%
 

、
 

と
も

に
10

0％

③
公

立
学

校
 

 
 

 
 

 
 

解
消

率
児

童
生

徒
 

問
題

行
動

 不
登

校
等

生
徒

指
導

上
 

諸
課

題
 

関
 

 
調

査
（

文
部

科
学

省
）

(R
4)

　
　
県

　
 　

79
.1

%
全

国
　
77

.1
%

現
状

値
よ

り
増

④
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

対
応

 
問

題
解

消
 好

転
率

活
動

状
況

報
告

書
（

県
教

育
庁

）
(R

５
)　

　
県

　
　
37

.7
%

現
状

値
よ

り
増

＜
主

な
取

組
＞

＜
主

な
事

業
＞

1-
①

 児
童

生
徒

 
確

 
 

学
力

 
育

 
 

 
 

個
別

最
適

 
学

 
 協

働
的

 
学

 
 

一
体

的
充

実
に

取
り組

み
ま

す
。

①
 学

校
D

X
ス

タ
ー

ト
ア

ップ
事

業
（

校
務

以
外

分
）

①
 小

・中
学

校
教

科
充

実
支

援
事

業

1-
②

 情
報

活
用

能
力

 
  

 
 

 
 

 
時

代
 

求
 

 
 

 
資

質
 能

力
 

育
成

 
取

 組
み

ま
す

。
②

 高
等

学
校

 
 

 
 

Ｉ
Ｃ

Ｔ
 

活
用

 
 

資
質

 能
力

 
育

 
授

業
づ

くり
推

進
事

業
②

 特
別

支
援

学
校

 
 

 
 

Ｉ
Ｃ

Ｔ
 

活
用

 
 

自
立

 社
会

参
加

を
目

指
す

学
び

の
推

進
事

業

1-
③

  
 

 
 

 
 

問
題

行
動

 
 

対
応

 
読

書
活

動
 

充
実

 
  

豊
 

 
心

 
育

成
 

取
り組

み
ま

す
。

③
 安

心
で

き
る

学
校

づ
くり

推
進

事
業

1-
④

 関
係

機
関

や
団

体
等

と連
携

し
た

、
児

童
生

徒
の

自
殺

予
防

対
策

を
推

進
し

ま
す

。
④

 学
校

の
教

育
相

談
体

制
充

実
を

支
援

す
る

外
部

専
門

家
活

用
事

業
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＜
主

な
取

組
＞

＜
主

な
事

業
＞

1-
⑤

 食
育

の
推

進
や

運
動

習
慣

の
定

着
な

ど、
こ

ども
の

健
康

づ
くり

に
関

す
る

取
組

を
推

進
し

ま
す

。
⑤

 県
民

 
未

来
 

健
康

基
盤

 
  

事
業

1-
⑥

 地
域

、
職

域
、
学

校
、
関

係
団

体
、
マ

ス
メ

デ
ィア

等
と連

携
し

、
生

涯
を

通
じ

た
健

康
的

 
生

活
習

慣
 

  
 

疾
病

 
関

 
 

正
 

 
知

識
 

普
及

 実
践

 
取

 組
 

 
 

 
⑥

 健
康

教
育

関
係

事
業

1-
⑦

 健
全

 
食

生
活

 
生

涯
 

 
 

  
実

現
 

 
力

 
養

 
食

育
 

 
  

本
県

 
強

 
 

 
 

 食
  

力
 

生
 

 
 

身
体

  
 

 
 

健
康

 
  

 
推

進
 

 
 

 
⑦

 食
に

関
す

る
健

康
課

題
対

策
支

援
事

業

1-
⑧

 小
児

期
か

ら
健

康
づ

くり
へ

の
関

心
を

高
め

、
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

に
応

じ
た

生
活

習
慣

の
改

善
促

進
や

運
動

習
慣

の
定

着
に

取
り
組

み
ま

す
。

⑧
  

 
 

 
青

森
 子

健
康

 
  

事
業

1-
⑨

 自
然

体
験

活
動

、
社

会
体

験
活

動
、
文

化
芸

術
活

動
等

、
こ

ども
の

体
験

活
動

を
推

進
し

ま
す

。
⑨

 梵
珠

少
年

自
然

 
家

主
催

事
業

 
 
種

差
少

年
自

然
 

家
主

催
事

業

1-
⑩

 幼
児

教
育

の
質

の
向

上
に

取
り組

む
とと

も
に

、
幼

稚
園

、
保

育
所

、
認

定
こ

ども
園

等
と小

学
校

との
連

携
を

推
進

し
ま

す
。

⑩
 幼

児
教

育
の

質
的

向
上

強
化

事
業

施
策

１
 
 知

 徳
 体

  
調

和
 

取
 

 
 生

 
 

力
  

育
成

（
２

）

第
３

章
　
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
６

№
指

標
調

査
名

現
状

値
目

標
値

(R
1

0
)

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

肥
満

傾
向

児
出

現
率

青
森

県
学

校
保

健
調

査
（

県
教

育
庁

）
(R

5)
　
　
小

　
14

.4
%

　
　
　
 　

　
中

　
14

.3
%

  
  

  
  

　
高

　
13

.3
%

小
、
中

、
高

とも
に

10
.0

%

⑨
梵

珠
少

年
自

然
 

家
 種

差
少

年
自

然
 

家
主

催
事

業
延

べ
参

加
者

数
利

用
実

績
一

覧
（

梵
珠

少
年

自
然

 
家

 種
差

少
年

自
然

 
家

）
(R

5)
　
　
　

　
3,

38
0人

3,
6
00

人
／

年

⑩
幼

保
小

接
続

 
状

況
（

授
業

 
行

事
 

研
究

会
 

 
 

交
流

 
充

実
 

 
接

続
 

見
通

 
 

教
育

課
程

 
編

成
 

実
施

 
行

 
 

 
 

 
割

合
）

幼
児

教
育

実
態

調
査

（
文

部
科

学
省

）
(R

3)
　
　
県

　
　

22
.5

%
　

　
　
　

　
　

全
国

　
23

.8
%

25
.0

%
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＜
主

な
取

組
＞

＜
主

な
事

業
＞

2-
①

  
 

 
 

技
術

 
活

用
 

 
 

 
外

国
語

教
育

 
充

実
 

 
 

  
 

 
 
異

文
化

理
解

の
促

進
や

、
国

際
的

素
養

を
身

に
付

け
た

グ
ロ

ー
バ

ル
人

財
の

育
成

に
取

り組
み

ま
す

。
①

 青
森

 
 

世
界

 
向

 
  

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
人

財
育

成
事

業

2-
②

 主
体

的
 

課
題

 
発

見
 

 
多

様
 

人
  

協
働

 
 

 課
題

解
決

 
 

探
究

学
習

 
実

施
や

、
Ｓ

Ｔ
Ｅ

Ａ
Ｍ

教
育

等
の

教
科

等
横

断
的

な
学

習
の

充
実

に
取

り組
み

ま
す

。
②

 持
続

可
能

な
地

域
づ

くり
「あ

お
も

り創
造

学
」プ

ロ
ジ

ェク
ト

事
業

2-
③

 地
域

活
動

 
 

参
加

促
進

 
世

代
間

交
流

 
機

会
充

実
 

  
 

  
若

者
 

定
住

意
識

 
醸

成
 

取
 組

 
 

 
 

③
 ド

リカ
ム

人
づ

くり
推

進
事

業

2-
④

 主
権

者
教

育
、

防
災

教
育

、
消

費
者

教
育

、
Ｅ

Ｓ
Ｄ

等
、

主
体

的
に

社
会

の
形

成
に

参
画

す
る

教
育

を
推

進
し

ま
す

。
④

 高
等

学
校

に
お

け
る

防
災

教
育

推
進

事
業

施
策

２
　
グ

ロ
ー

バ
ル

社
会

へ
の

対
応

と主
体

的
に

社
会

に
参

画
す

る
学

び
の

推
進

第
３

章
　
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
７

№
指

標
調

査
名

現
状

値
目

標
値

(R
1

0
)

①
本

県
の

公
立

高
校

 
 

 
 

 
高

校
3年

生
 

C
EF

R
の

 
A

2レ
ベ

ル
相

当
以

上
を

達
成

し
た

生
徒

の
割

合
英

語
教

育
実

施
状

況
調

査
（

文
部

科
学

省
）

(R
4)

　
　
県

　
　

50
.2

%
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　

　
　

全
国

　
48

.7
％

60
.0

％

② ③ ④

地
域

や
社

会
を

よ
くす

る
た

め
に

何
か

し
て

み
た

い
と
思

う
児

童
生

徒
の

割
合

全
国

学
力

 学
習

状
況

調
査

（
文

部
科

学
省

）
(R

5)
　

県
　
  

 小
 8

0.
5％

　
 中

　
68

.8
％

　
　
　

全
国

  
小

 7
6.

8％
 　

中
　

63
.9

％

小
、
中

と
も

に
　

現
状

値
よ

り
増

②

「あ
お

も
り
創

造
学

」プ
ロ

ジ
ェク

ト
事

業
に

お
け

る
生

徒
の

理
解

度
①

地
域

 
魅

力
 

再
発

見
 

郷
土

愛
 

深
 

 
 

 
 

②
地

域
課

題
 

 
理

解
 

深
 

 
 

 
 

③
地

域
課

題
解

決
な

ど地
域

貢
献

し
た

い
と
い

う
気

持
ち

　
　

　
 が

高
ま

っ
た

か
。

参
加

者
ア

ン
ケ

ー
ト

（
県

教
育

庁
）

(R
5)

 　
　
①

 8
5.

7%
　
　
　
　
 　

 ②
 9

1.
1%

 　
　

　
　
　
 ③

 8
7.

7%
　
　
　

①
、
②

、
③

とも
に

現
状

値
よ

り
増
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＜
主

な
取

組
＞

＜
主

な
事

業
＞

3-
①

 小
・中

・高
等

学
校

か
ら

大
学

等
、
そ

し
て

就
職

ま
で

の
つ

な
が

りや
将

来
の

生
き

方
を

意
識

 
 

 
 
  

教
育

 
充

実
 

取
 
組

 
 

 
 

①
 県

立
学

校
就

職
促

進
関

連
事

業

3-
②

 学
校

、
家

庭
、
大

学
、
地

元
企

業
等

が
、
そ

れ
ぞ

れ
の

役
割

の
下

で
連

携
し

た
キ

ャ
リア

教
育

支
援

の
仕

組
み

づ
くり

を
推

進
し

ま
す

。
②

 地
域

の
今

と
未

来
を

つ
な

ぐ
キ

ャ
リア

教
育

推
進

事
業

3-
③

 若
者

 
就

業
意

識
 

起
業

意
識

 
醸

成
 
職

場
定

着
 

意
識

 
 

県
内

企
業

 
 

就
職

支
援

に
取

り組
み

ま
す

。
③

 高
校

生
の

就
職

総
合

支
援

プ
ロ

ジ
ェク

ト
事

業

3-
④

 産
業

界
との

連
携

に
よ

る
地

域
の

産
業

・生
活

を
支

え
る

担
い

手
（

職
業

人
）

の
育

成
に

取
り組

み
ま

す
。

④
 仕

事
力

養
成

推
進

事
業

3-
⑤

 医
療

従
事

者
 

目
指

 
中

学
生

 高
校

生
 

増
加

 
向

 
 

取
組

 
支

援
 

 
 

 
⑤

 医
師

を
志

す
高

校
生

支
援

事
業

№
指

標
調

査
名

現
状

値
目

標
値

(R
1

0
)

① ③ ④
新

規
高

等
学

校
卒

業
者

の
県

内
就

職
希

望
者

の
割

合
新

規
高

等
学

校
卒

業
者

職
業

紹
介

状
況

調
査

（
青

森
労

働
局

）
(R

5)
　
　
　

　
　

68
.7

%
81

.0
%

① ③ ④

中
学

校
職

場
体

験
及

び
高

等
学

校
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ップ

の
実

施
率

職
場

体
験

・イ
ン

タ
ー

ン
シ

ップ
実

施
状

況
等

結
果

（
国

立
教

育
政

策
研

究
所

）

(R
4)

県
　
　
 中

 4
0.

4%
　
高

 4
4.

8%
全

国
　
中

 5
4.

1%
　
高

 6
6.

2%

中
　
98

.0
%

高
　
80

.0
%

※
新

型
コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

前
の

水
準

回
復

 
 

 
 

②
学

校
と地

域
・企

業
等

を
つ

な
ぐ
キ

ャ
リア

教
育

研
修

会
定

員
充

足
率

（
職

業
人

 
地

域
 

 
 

  
 

 
 

 
教

育
委

員
会

職
員

、
学

校
運

営
協

議
会

委
員

等
）

参
加

者
数

の
集

計
（

総
合

社
会

教
育

セ
ン

タ
ー

）
(R

5)
　
　
　

　
　

10
0％

10
0％

⑤
県

内
高

等
学

校
の

医
学

部
医

学
科

受
験

者
の

う
ち

、
事

業
に

参
加

し
て

い
た

生
徒

の
人

数
学

校
か

ら
の

聞
き

取
り
調

査
（

県
教

育
庁

）
(R

5)
　
　
　
　
　

　
78

人
80

人

施
策

３
　
「生

き
る

・働
く・

学
ぶ

」を
つ

な
ぐキ

ャ
リア

教
育

の
推

進

第
３

章
　
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
8
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＜
主

な
取

組
＞

＜
主

な
事

業
＞

4-
①

 障
 

 
 

種
類

 
個

々
 

障
 

 
 

状
態

 
応

 
 

 
適

切
 

 
  

 
 

 
 

  
手

段
 

 
 

 
 

技
術

 
活

用
 

 
児

童
生

徒
 

学
習

機
会

及
 

交
流

機
会

 
確

保
 

取
り組

み
ま

す
。

①
 特

別
支

援
学

校
 

 
 

 
Ｉ

Ｃ
Ｔ

 
活

用
 

 
自

立
 社

会
参

加
を

目
指

す
学

び
の

推
進

事
業

【再
掲

】

4-
②

 通
常

の
学

級
に

在
籍

す
る

特
別

な
教

育
的

支
援

を
必

要
と
す

る
児

童
生

徒
に

対
す

る
指

導
・支

援
の

充
実

な
ど、

イ
ン

ク
ル

ー
シ

ブ
教

育
を

推
進

し
ま

す
。

②
  

 
 

 
支

 
 

 
特

別
支

援
教

育
校

内
支

援
体

制
充

実
事

業

4-
③

 特
別

 
支

援
 

要
 

 
児

童
生

徒
 

 
職

業
教

育
 

進
路

指
導

等
 
指

導
 支

援
 

充
実

と
、
教

職
員

の
専

門
性

向
上

に
取

り組
み

ま
す

。
③

 特
別

支
援

学
校

技
能

検
定

事
業

4-
④

 不
登

校
児

童
生

徒
 

対
 

 
学

習
機

会
 

提
供

 
  

一
人

 
  

 
 

 
 

 
適

 
 

学
習

支
援

に
取

り組
み

ま
す

。
④

 居
場

所
づ

くり
・絆

づ
くり

推
進

事
業

4-
⑤

 外
国

に
つ

な
が

り
の

あ
る

こ
ども

に
対

し
て

、
日

本
語

を
学

習
す

る
機

会
の

提
供

に
取

り
組

み
ま

す
。

⑤
 Ａ

Ｏ
Ｍ

Ｏ
Ｒ

Ｉ
多

文
化

共
生

推
進

事
業

施
策

４
　
多

様
な

教
育

的
ニ

ー
ズ

へ
の

対
応

　
　

第
３

章
　
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
9

№
指

標
調

査
名

現
状

値
目

標
値

(R
1

0
)

①

［
教

員
 

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
指

導
力

］
 
 

 
 

 
 

 
 

 
【再

掲
】

 
障

が
い

の
あ

る
児

童
生

徒
が

、
授

業
の

中
で

情
報

端
末

等
を

活
用

 
 

計
画

 
立

案
 

 
 

割
合

 
特

別
支

援
学

校
教

員
が

、
授

業
の

中
で

情
報

端
末

等
を

活
用

 
 

指
導

 
 

計
画

 
立

案
 

 
 

割
合

青
森

県
特

別
支

援
学

校
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

調
査

（
県

教
育

庁
）

(R
5)

　
　
　

 
 7

5.
4%

　
　
　
　
　
　
 　

 
 7

9.
6%

 
、
 

と
も

に
10

0％

②

通
常

の
学

級
に

在
籍

す
る

特
別

な
教

育
的

支
援

を
必

要
とす

る
児

童
生

徒
に

対
す

る
　

　
 

個
別

 
教

育
支

援
計

画
作

成
率

 
個

別
 

指
導

計
画

作
成

率

特
別

支
援

教
育

に
関

す
る

調
査

（
文

部
科

学
省

）

(R
4)

　
県

　
 　

 
 4

7.
6％

　
 

　
81

.2
％

全
国

　
 

 8
0.

6％
　
 

　
86

.7
％

 
 8

1.
0％

 
 8

7.
0％

③
特

別
支

援
学

校
高

等
部

在
籍

生
徒

数
 

 
 

 
 青

森
県

特
別

支
援

学
校

技
能

検
定

・発
表

会
」へ

の
エ

ン
ト

リー
数

の
割

合
参

加
者

数
の

集
計

（
県

教
育

庁
）

(R
5)

　
　
　

　
33

.8
%

40
.0

%

④
市

町
村

教
育

委
員

会
 

 
 

 
教

育
支

援
 

 
 

 
 

設
置

率
各

市
町

村
へ

の
聞

き
取

り調
査

（
県

教
育

庁
）

(R
5)

　
　
　

　
60

.0
%

10
0%

⑤
日

本
語

指
導

が
必

要
な

外
国

籍
の

児
童

生
徒

の
う
ち

、
日

本
語

指
導

 
係

 
個

別
 

指
導

計
画

（
 児

童
生

徒
理

解
 支

援
シ

ー
ト

」等
を

含
む

）
を

作
成

し
て

い
る

児
童

生
徒

の
割

合

日
本

語
指

導
が

必
要

な
児

童
生

徒
の

受
入

状
況

等
 

関
 

 
調

査
（

文
部

科
学

省
）

(R
3)

　
　
県

　
  

87
.8

%
　
　
　

　
　

全
国

　
83

.8
%

10
0%

-14-



施
策

５
　
こど

も
の

学
び

を
支

え
る

教
育

環
境

の
整

備
とき

め
細

か
な

指
導

の
充

実
に

向
け

た
人

財
の

確
保

・育
成

＜
主

な
事

業
＞

第
３

章
　
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
10

①
総

合
学

校
教

育
セ

ン
タ

ー
研

修
講

座

②
あ

お
も

りっ
子

育
み

プ
ラ

ン
２

１
事

業
②

外
部

人
材

活
用

に
よ

る
ス

ク
ー

ル
サ

ポ
ー

ト
ス

タ
ッフ

配
置

事
業

②
公

立
学

校
 

 
 

 
教

育
改

革
支

援
事

業

③
県

立
学

校
施

設
 

整
備

充
実

④
学

校
Ｄ

Ｘ
ス

タ
ー

ト
ア

ップ
事

業
（

校
務

Ｄ
Ｘ

分
）

⑤
特

別
支

援
学

校
就

学
奨

励
費

⑤
県

立
高

等
学

校
等

就
学

支
援

費

※
調

査
周

期
：
5年

に
1回

程
度

№
 

指
標

調
査

名
現

状
値

目
標

値
(R

1
0

)

①
新

任
教

員
 

研
修

内
容

 
理

解
度

初
任

者
研

修
に

お
け

る
ア

ン
ケ

ー
ト

（
県

教
育

庁
)

(R
4)

　
　
　

　
　

99
.5

%
10

0%

②
時

間
外

在
校

等
時

間
 

80
時

間
を

超
え

る
教

職
員

の
割

合
 

45
時

間
を

超
え

る
教

職
員

の
割

合

学
校

に
お

け
る

働
き

方
改

革
プ

ラ
ン

に
係

る
取

組
状

況
調

査
（

県
教

育
庁

）

(R
4)

　
 

 高
  

 5
.5

％
　
 特

支
  

0.
2％

 
 高

 3
5.

8%
　
 特

支
 1

0.
0%

  
 高

、
特

支
と
も

に
　
　

  
  

 0
.0

％
　

  
  

 現
状

値
よ

り減

②
在

校
等

時
間

の
上

限
方

針
及

び
学

校
に

お
け

る
働

き
方

改
革

推
進

の
た

め
の

具
体

的
な

指
針

等
を

策
定

し
て

い
る

市
町

村
の

割
合

学
校

に
お

け
る

働
き

方
改

革
プ

ラ
ン

に
係

る
取

組
状

況
調

査
（

県
教

育
庁

）
(R

4)
　
上

限
方

針
　

　
　

　
75

％
　
　
　

具
体

的
な

指
針

　
55

％
方

針
、
指

針
とも

に
10

0％

③
県

立
高

校
 

 
 

 
非

構
造

部
材

（
吊

 
天

井
等

以
外

）
の

耐
震

化
の

状
況

公
立

学
校

施
設

 
耐

震
改

修
状

況
 

 
 

 
 

 
 

調
査

（
文

部
科

学
省

）
(R

5)
　
　
　

　
　

56
.5

%
　
 

10
0%

④
公

立
学

校
 

 
 

 
統

合
型

校
務

支
援

 
 

 
 

 
整

備
率

学
校

に
お

け
る

教
育

の
情

報
化

の
実

態
等

に
関

す
 

調
査

結
果

（
文

部
科

学
省

）
(R

4)
　
　
　

　
　

49
.2

%
10

0%

⑤
経

済
的

理
由

 
 

 
県

立
高

校
 

中
退

者
数

児
童

生
徒

 
問

題
行

動
 不

登
校

等
生

徒
指

導
上

 
諸

問
題

 
関

 
 

調
査

（
文

部
科

学
省

）
(R

4)
　
　
　

　
　

　
0
人

0人

＜
主

な
取

組
＞

＜
主

な
事

業
＞

5-
①

 児
童

生
徒

が
質

の
高

い
教

育
が

受
け

ら
れ

る
よ

う
、
教

職
員

の
専

門
性

向
上

や
キ

ャ
リア

形
成

支
援

に
取

り組
み

ま
す

。
①

 初
任

者
研

修
①

 総
合

学
校

教
育

セ
ン

タ
ー

研
修

講
座

5-
②

 教
職

員
が

こ
ども

と向
き

合
う
時

間
を

確
保

で
き

る
よ

う
、
少

人
数

学
級

編
制

の
実

施
や

学
校

に
お

け
る

働
き

方
改

革
の

推
進

、
教

育
を

担
う
多

様
な

人
財

の
確

保
・活

用
な

ど
に

取
り組

み
ま

す
。

②
 あ

お
も

りっ
子

育
み

プ
ラ

ン
２

１
事

業
②

 外
部

人
材

活
用

に
よ

る
ス

ク
ー

ル
サ

ポ
ー

ト
ス

タ
ッフ

配
置

事
業

②
 公

立
学

校
 

 
 

 
教

育
改

革
支

援
事

業

5-
③

 児
童

生
徒

 
安

心
 

 
学

 
 

安
全

 
学

校
施

設
 

整
備

 
 

  
 

 
 
魅

力
 

 
教

育
環

境
づ

くり
に

取
り組

み
ま

す
。

③
 県

立
学

校
施

設
 

整
備

充
実

5-
④

 教
職

員
 

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
指

導
力

 
向

上
 

校
務

 
 

 
 

 
化

 
推

進
 

  
学

校
に

お
け

る
情

報
化

（
教

育
Ｄ

Ｘ
）

を
推

進
し

ま
す

。
④

 学
校

Ｄ
Ｘ

ス
タ

ー
ト

ア
ップ

事
業

（
校

務
Ｄ

Ｘ
分

）
④

 公
立

学
校

 
 

 
 

教
育

改
革

支
援

事
業

【再
掲

】

5-
⑤

 教
育

の
実

質
的

な
機

会
の

均
等

が
図

ら
れ

る
よ

う
、
教

育
費

負
担

の
軽

減
の

た
め

の
就

学
支

援
等

に
取

り組
み

ま
す

。
⑤

 特
別

支
援

学
校

就
学

奨
励

費
⑤

 県
立

高
等

学
校

等
就

学
支

援
費

-15-



＜
主

な
取

組
＞

＜
主

な
事

業
＞

6-
①

 コ
ミュ

ニ
テ

ィ・
ス

ク
ー

ル
と地

域
学

校
協

働
活

動
を

一
体

的
に

推
進

し
ま

す
。

①
 地

域
と
学

校
との

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ップ
強

化
事

業
①

 地
域

学
校

協
働

活
動

推
進

事
業

①
 学

校
 家

庭
･地

域
連

携
協

力
推

進
事

業

6-
②

 学
校

と地
域

・企
業

等
を

つ
な

ぐ人
財

を
育

成
す

る
とと

も
に

、
地

域
や

企
業

と連
携

し
た

取
組

（
地

域
活

動
、

体
験

活
動

等
）

を
推

進
し

ま
す

。
②

 青
森

 
生

 
 

未
来

人
財

育
成

事
業

6-
③

 部
活

動
 

地
域

連
携

 
地

域
 

 
 

活
動

 
 

移
行

 
向

 
 

環
境

整
備

 
取

 組
み

ま
す

。
③

 学
校

に
お

け
る

文
化

部
活

動
推

進
事

業
③

 学
校

に
お

け
る

運
動

部
活

動
推

進
事

業

6-
④

 地
域

に
お

け
る

家
庭

教
育

支
援

団
体

の
育

成
や

支
援

団
体

間
の

ネ
ット

ワ
ー

ク
強

化
に

よ
り、

家
庭

教
育

支
援

体
制

を
充

実
さ

せ
ま

す
。

④
 あ

お
も

り家
庭

教
育

支
援

総
合

事
業

施
策

６
　
学

校
・家

庭
・地

域
の

連
携

・協
働

の
推

進

第
３

章
　
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
11

※
調

査
周

期
：
5年

に
1回

程
度

№
指

標
調

査
名

現
状

値
目

標
値

(R
1

0
)

①
 

  
 

 
  

 
 

 
 

 
導

入
 

 
 

 
公

立
学

校
 

割
合

コ
ミュ

ニ
テ

ィ・
ス

ク
ー

ル
及

び
地

域
学

校
協

働
活

動
実

施
状

況
調

査
（

文
部

科
学

省
）

(R
5)

　
　
県

　
  

 4
6.

7%
  

  
  

  
　

全
国

　
52

.3
%

65
.0

%

①
地

域
学

校
協

働
本

部
 

 
 

 
 

 
 

 
公

立
学

校
 

割
合

コ
ミュ

ニ
テ

ィ・
ス

ク
ー

ル
及

び
地

域
学

校
協

働
活

動
実

施
状

況
調

査
（

文
部

科
学

省
）

(R
5)

　
　
県

　
  

 5
4.

3%
  

  
  

  
　

全
国

　
61

.0
%

60
.0

%

②
高

校
生

ボ
ラ

ン
テ

ィア
チ

ー
ム

員
の

地
域

活
動

へ
の

参
加

率
地

域
活

動
へ

の
参

加
者

数
の

集
計

（
総

合
社

会
教

育
セ

ン
タ

ー
）

(R
5)

　
　
　

　
　

14
.3

％
10

0％

③
 

市
町

村
 

 
 

 
検

討
委

員
会

 
設

置
率

 
市

町
村

 
 

 
 

推
進

計
画

等
 

策
定

率
（

県
教

育
庁

調
べ

）
(R

5)
　
　
　

 
 5

9.
0％

　
　
　
　
　
　
　
  

 3
0.

8％
 

、
 

と
も

に
 1

00
％

④
あ

お
も

り
家

庭
教

育
支

援
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
が

登
録

さ
れ

て
い

る
市

町
村

の
割

合
登

録
状

況
の

集
計

（
総

合
社

会
教

育
セ

ン
タ

ー
）

(R
5)

　
　
　

　
　

80
.0

％
10

0%
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＜
主

な
取

組
＞

＜
主

な
事

業
＞

7-
①

 地
域

経
済

や
地

域
づ

くり
を

け
ん

引
す

る
リー

ダ
ー

の
育

成
や

国
内

外
で

活
躍

す
る

人
財

との
ネ

ット
ワ

ー
ク

化
に

取
り
組

み
ま

す
。

①
  

 
 

 
Ａ

Ｏ
Ｍ

Ｏ
Ｒ

Ｉ
 

創
造

塾
開

催
事

業
①

 社
会

教
育

を
核

とす
る

地
域

ネ
ット

ワ
ー

ク
活

用
促

進
事

業

施
策

７
　
地

域
の

強
み

を
生

か
し

た
地

域
づ

くり
と人

づ
くり

第
３

章
　
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
12

№
指

標
調

査
名

現
状

値
　

①
  

 
 

 
Ａ

Ｏ
Ｍ

Ｏ
Ｒ

Ｉ
 

創
造

塾
開

催
事

業
 卒

塾
生

の
人

数
講

座
終

了
者

数
 

集
計

（
総

合
社

会
教

育
 

 
タ

ー
）

(R
5)

　
　
　

　
　

17
人

20
人

／
年

＜
主

な
取

組
＞

＜
主

な
事

業
＞

8-
①

 社
会

人
の

学
び

直
し

や
リカ

レ
ン

ト
教

育
の

推
進

に
取

り組
み

ま
す

。
①

 県
民

 
 

  

8-
②

 社
会

教
育

士
等

 
社

会
教

育
 

進
 

 
人

財
 

育
成

 
県

民
 

生
涯

学
習

 学
 

 
通

 
 

社
会

参
加

 
推

進
 
性

別
 年

齢
 障

が
い

等
の

有
無

に
関

わ
ら

な
い

多
様

な
主

体
の

生
涯

学
習

環
境

の
充

実
と社

会
参

加
活

動
の

促
進

に
取

り
組

み
ま

す
。

②
 社

会
教

育
主

事
育

成
派

遣
事

業
②

 障
害

者
の

生
涯

学
習

支
援

事
業

施
策

８
　
人

生
10

0年
時

代
 

学
 

直
 

 
生

涯
学

習
 

推
進

№
指

標
調

査
名

現
状

値
目

標
値

(R
1

0
)

①
県

民
 

 
  

認
定

証
交

付
件

数
指

定
管

理
者

 
 

 
集

計
（

総
合

社
会

教
育

セ
ン

タ
ー

）
(R

5)
　
　
　

　
　

26
8
件

60
0件

／
年

②
県

内
の

社
会

教
育

主
事

有
資

格
者

数
社

会
教

育
主

事
有

資
格

者
一

覧
の

提
出

（
県

教
育

庁
）

(R
5)

　
　
　

　
　

21
6
人

23
0人

②
障

が
い

者
の

生
涯

学
習

支
援

事
業

を
実

施
す

る
特

別
支

援
学

校
の

割
合

青
森

県
 

社
会

教
育

行
政

（
県

教
育

庁
）

(R
5)

　
　
　

　
　

　
80

％
10

0％
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＜
主

な
取

組
＞

＜
主

な
事

業
＞

9-
①

  
北

海
道

 北
東

北
 

縄
文

遺
跡

群
  

価
値

 
魅

力
 

県
内

外
 

広
 伝

 
 

  
 

 
 
認

知
度

向
上

 
受

入
態

勢
 

充
実

 
取

 組
 

 
 

 
①

 北
海

道
 北

東
北

 
縄

文
遺

跡
群

 保
存

 活
用

推
進

事
業

①
 青

森
 

縄
文

遺
跡

群
 保

存
 活

用
事

業
①

  
青

森
 

縄
文

遺
跡

群
 情

報
発

信
拠

点
関

連
事

業

9-
②

 歴
史

的
資

料
 

文
化

財
等

 
適

切
 

収
集

 保
護

 保
存

 
 

 
 

 
 

 
 

 
技

術
の

活
用

等
に

よ
る

情
報

発
信

な
どの

新
た

な
価

値
の

創
出

に
取

り組
み

、
地

域
活

性
化

を
推

進
し

ま
す

。

②
  

 
 

 
 

 
 

 
 

三
内

丸
山

遺
跡

 保
存

 活
用

事
業

9-
③

 地
域

の
祭

りや
伝

統
芸

能
な

どに
つ

い
て

、
鑑

賞
や

体
験

機
会

の
充

実
に

取
り組

み
、

継
承

を
促

進
し

ま
す

。
③

 記
録

 
紡

 
 

無
形

民
俗

文
化

財
継

承
推

進
事

業

9-
④

 県
民

 
特

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 
青

森
 

歴
史

 
自

然
 
文

化
 

 
理

解
 

深
 

 
郷

土
に

誇
りを

持
つ

こ
とが

で
き

る
取

組
を

推
進

し
ま

す
。

④
 県

立
郷

土
館

博
物

館
活

動

№
指

標
調

査
名

現
状

値
目

標
値

(R
1

0
)

① ②
三

内
丸

山
遺

跡
セ

ン
タ

ー
来

館
者

数
（

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

調
べ

）
(R

4)
　
　
　

20
7,

09
5人

21
0,

00
0人

／
年

③
無

形
民

俗
文

化
財

 
民

俗
芸

能
 

係
 

保
存

団
体

 
 

ち
活

動
中

の
団

体
数

青
森

県
民

俗
芸

能
団

体
活

動
状

況
調

査
（

県
教

育
庁

）
(R

5)
　
　
　

　
33

8
団

体
35

3団
体

④
県

立
郷

土
館

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

数
（

県
立

郷
土

館
調

 
）

(R
5)

　
　
　

26
,9

53
件

30
,0

00
件

／
年

施
策

９
 
歴

史
 文

化
 

価
値

 
魅

力
 

対
 

 
理

解
 活

用
 

促
進

第
３

章
　
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
13
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＜
主

な
取

組
＞

＜
主

な
事

業
＞

10
-①

 2
02

6
年

 
本

県
 

開
催

 
 

 
第

80
回

国
民

 
 

 
 

大
会

（
冬

季
大

会
及

 
本

大
会

）
・第

25
回

全
国

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
大

会
を

通
し

て
、
本

県
選

手
の

競
技

力
向

上
 県

民
 

 
 

 
 

 
対

 
 

意
識

醸
成

 
取

 組
 

 
 

 

①
 競

技
力

向
上

事
業

10
-②

 楽
し

く体
を

動
か

し
、
運

動
を

習
慣

化
さ

せ
る

機
会

の
創

出
を

推
進

し
ま

す
。

②
 地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

活
動

体
制

推
進

事
業

10
-③

 ス
ポ

ー
ツ

科
学

に
基

づ
い

た
ス

ポ
ー

ツ
指

導
を

推
進

す
る

とと
も

に
、
指

導
者

な
どの

人
財

育
成

 
 

  
幅

広
 

年
代

 
 

 
 

競
技

力
 

向
上

 
取

 組
 

 
 

 
③

 競
技

力
向

上
対

策
特

別
事

業

10
-④

 ス
ポ

ー
ツ

関
連

イ
ベ

ン
ト

の
誘

致
な

ど、
ス

ポ
ー

ツ
を

楽
し

む
心

を
育

む
機

会
の

充
実

に
取

り組
み

ま
す

。
④

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

元
気

 
 健

康
力

 
  

事
業

施
策

10
 
楽

 
 体

 
動

 
 

 
 

 
 

 
親

 
 

環
境

 
  

 
競

技
力

 
向

上

第
３

章
　
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
14

№
指

標
調

査
名

現
状

値
目

標
値

(R
1

0
)

① ③

国
民

体
育

大
会

（
国

民
 

 
 

 
大

会
）

 
男

女
総

合
成

績
（

天
皇

杯
順

位
）

及
 

女
子

総
合

成
績

（
皇

后
杯

順
位

）
（

県
教

育
庁

調
べ

）
(R

5)
　
　
天

皇
杯

　
40

位
　
　
　
　
　
 皇

后
杯

　
36

位
天

皇
杯

･皇
后

杯
と
も

に
20

位
以

内

② ④
県

内
の

総
合

型
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

の
会

員
数

（
県

教
育

庁
調

べ
）

(R
5)

　
　
　

　
　

5,
8
47

人
9,

5
00

人

① ② ③ ④

県
内

の
日

本
ス

ポ
ー

ツ
協

会
公

認
ス

ポ
ー

ツ
指

導
者

登
録

者
数

（
日

本
ス

ポ
ー

ツ
協

会
調

べ
）

(R
5)

　
　
　

　
　

2,
82

9人
3,

11
5人
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参
考

　
県

基
本

計
画

と
の

対
比

15

※
 

関
連

項
目

を
施

策
１

に
取

込
み

政
策

Ⅱ
：

が
ん

の
克

服
を

め
ざ

す
体

制
づ

く
り

政
策

Ⅲ
：

持
続

可
能

な
地

域
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

整
備

※
 

関
連

項
目

を
施

策
３

に
取

込
み

政
策

Ⅳ
：

高
齢

者
や

障
が

い
者

が
安

心
し

て
暮

ら
す

共
生

社
会

の
実

現

政
策

Ⅰ
：

希
望

と
喜

び
を

持
っ

て
子

育
て

で
き

る
環

境
づ

く
り

※
 

関
連

項
目

を
施

策
６

に
取

込
み

政
策

Ⅱ
：

あ
お

も
り

の
未

来
を

つ
く

る
こ

ど
も

た
ち

の
た

め
の

学
校

教
育

改
革

施
策

１
 

「
知

・
徳

・
体

」
の

調
和

の
取

れ
た

「
生

き
る

力
」

の
育

成
施

策
１

 
「

知
・

徳
・

体
」

の
調

和
の

取
れ

た
「

生
き

る
力

」
の

育
成

施
策

２
 

グ
ロ

ー
バ

ル
社

会
へ

の
対

応
と

主
体

的
に

社
会

に
参

画
す

る
学

び
の

推
進

施
策

２
 

グ
ロ

ー
バ

ル
社

会
へ

の
対

応
と

主
体

的
に

社
会

に
参

画
す

る
学

び
の

推
進

施
策

３
 

「
生

き
る

・
働

く
・

学
ぶ

」
を

つ
な

ぐ
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

推
進

施
策

３
 

「
生

き
る

・
働

く
・

学
ぶ

」
を

つ
な

ぐ
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

推
進

施
策

４
 

多
様

な
教

育
的

ニ
ー

ズ
へ

の
対

応
施

策
４

 
多

様
な

教
育

的
ニ

ー
ズ

へ
の

対
応

施
策

５
 

こ
ど

も
の

学
び

を
支

え
る

教
育

環
境

の
整

備
と

き
め

細
か

な
指

導
の

充
実

に
向

け
た

人
財

の
確

保
・

育
成

施
策

５
 

こ
ど

も
の

学
び

を
支

え
る

教
育

環
境

の
整

備
と

き
め

細
か

な
指

導
の

充
実

に
向

け
た

人
財

の
確

保
・

育
成

施
策

６
 

学
校

・
家

庭
・

地
域

の
連

携
・

協
働

の
推

進
施

策
６

 
学

校
・

家
庭

・
地

域
の

連
携

・
協

働
の

推
進

政
策

Ⅲ
：

こ
ど

も
・

若
者

に
届

く
包

括
的

な
支

援
の

充
実

・
強

化

政
策

Ⅰ
：

元
気

な
地

域
づ

く
り

・
人

づ
く

り

施
策

１
 

地
域

の
強

み
を

生
か

し
た

地
域

づ
く

り
と

人
づ

く
り

施
策

７
 

地
域

の
強

み
を

生
か

し
た

地
域

づ
く

り
と

人
づ

く
り

施
策

２
 

持
続

可
能

な
農

山
漁

村
地

域
の

実
現

施
策

３
 

移
住

促
進

と
関

係
人

口
の

拡
大

施
策

４
 

女
性

の
人

財
育

成
と

エ
ン

パ
ワ

ー
メ

ン
ト

施
策

５
  人

生
10

0年
時

代
の

学
び

直
し

や
生

涯
学

習
の

推
進

施
策

８
  人

生
10

0年
時

代
の

学
び

直
し

や
生

涯
学

習
の

推
進

施
策

６
 

多
様

性
を

尊
重

す
る

環
境

の
整

備

政
策

Ⅱ
：

安
心

で
快

適
な

生
活

基
盤

づ
く

り

政
策

Ⅲ
：

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
の

振
興

施
策

１
 

歴
史

・
文

化
の

価
値

や
魅

力
に

対
す

る
理

解
と

活
用

の
促

進
施

策
９

 
歴

史
・

文
化

の
価

値
や

魅
力

に
対

す
る

理
解

と
活

用
の

促
進

施
策

２
 

楽
し

く
体

を
動

か
し

ス
ポ

ー
ツ

に
親

し
む

環
境

づ
く

り
と

競
技

力
の

向
上

施
策

10
 

楽
し

く
体

を
動

か
し

ス
ポ

ー
ツ

に
親

し
む

環
境

づ
く

り
と

競
技

力
の

向
上
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区
分

主
な

事
業

（
１

）
 

 
 

 
 

 
 

 
学

校
 

経
営

者
 

 
 校

⾧
 

○
ド

リカ
ム

人
づ

くり
推

進
事

業

（
２

）
学

校
 

校
⾧

 
支

 
 

 
 

 

○
公

立
学

校
 

 
 

 
教

育
改

革
支

援
事

業
【再

掲
】

○
地

域
と
学

校
との

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ップ
強

化
事

業
○

地
域

学
校

協
働

活
動

推
進

事
業

○
学

校
 家

庭
･地

域
連

携
協

力
推

進
事

業

区
分

主
な

事
業

（
１

）
自

 
未

来
 

切
 
拓

 
 

探
究

学
習

 Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ａ

Ｍ
教

育
 個

別
最

適
 

学
 

　
【グ

ロ
ー

バ
ル

化
へ

の
対

応
】

○
学

校
Ｄ

Ｘ
ス

タ
ー

ト
ア

ップ
事

業
【再

掲
】

○
青

森
 

 
世

界
 

向
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
人

財
育

成
事

業
○

持
続

可
能

な
地

域
づ

くり
「あ

お
も

り創
造

学
」プ

ロ
ジ

ェク
ト

事
業

【個
別

最
適

な
学

び
な

ど
】

○
学

校
Ｄ

Ｘ
ス

タ
ー

ト
ア

ップ
事

業
【再

掲
】

○
高

等
学

校
 

 
 

 
Ｉ

Ｃ
Ｔ

 
活

用
 

 
資

質
 能

力
 

育
 

授
業

 
  

推
進

事
業

○
特

別
支

援
学

校
 

 
 

 
Ｉ

Ｃ
Ｔ

 
活

用
 

 
自

立
 社

会
参

加
 

目
指

 
学

 
 

推
進

事
業

○
あ

お
も

り
っ子

育
み

プ
ラ

ン
２

１
事

業

（
２

）
誰

一
人

取
り残

さ
な

い
、
あ

ら
ゆ

る
こ

ども
た

ち
の

学
び

の
場

づ
くり

○
安

心
で

き
る

学
校

づ
くり

推
進

事
業

○
学

校
の

教
育

相
談

体
制

充
実

を
支

援
す

る
外

部
専

門
家

活
用

事
業

○
 

 
 

 
支

 
 

 
特

別
支

援
教

育
校

内
支

援
体

制
整

備
事

業
○

居
場

所
づ

くり
・絆

づ
くり

推
進

事
業

区
分

主
な

事
業

（
１

）
教

職
員

が
担

う
必

要
の

な
い

業
務

の
ア

ウ
ト

ソ
ー

シ
ン

グ
、
学

校
Ｄ

Ｘ

【学
校

Ｄ
Ｘ

・教
職

員
の

負
担

軽
減

】
○

学
校

Ｄ
Ｘ

ス
タ

ー
ト

ア
ップ

事
業

【教
職

員
の

適
正

配
置

】
○

外
部

人
材

活
用

に
よ

る
ス

ク
ー

ル
サ

ポ
ー

ト
ス

タ
ッフ

配
置

事
業

【部
活

動
指

導
】

○
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

活
動

体
制

推
進

事
業

○
学

校
に

お
け

る
文

化
部

活
動

推
進

事
業

○
学

校
に

お
け

る
運

動
部

活
動

推
進

事
業

【市
町

村
立

学
校

 
 

 
 

働
 

方
改

革
 

促
進

】
○

公
立

学
校

 
 

 
 

教
育

改
革

支
援

事
業

（
２

）
教

職
員

 
 

 
 

 
  

支
援

 
魅

力
化

○
総

合
学

校
教

育
セ

ン
タ

ー
研

修
講

座

Ⅰ
 学

校
の

働
き

方
改

革
、

教
職

員
の

W
el

l-
B

ei
n

g
 向

上
＜

教
職

員
の

余
白

づ
くり

＞

参
考

　
大

綱
 第

４
章

 学
校

教
育

改
革

の
推

進
に

関
す

る
主

な
事

業
16

Ⅱ
 教

育
Ｄ

Ｘ
、

学
び

の
環

境
ア

ッ
プ

デ
ー

ト
＜

こ
ど

も
た

ち
の

学
び

の
環

境
づ

くり
＞

Ⅲ
 学

校
 

経
営

力
強

化
＜

教
育

改
革

 
出

発
点

＞
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議案第２号

令和７年度青森県立中学校入学者選抜基本方針案について

令和７年度青森県立中学校入学者選抜基本方針を次のように定める。

令和７年度青森県立中学校入学者選抜基本方針

１ 県立中学校の通学区域は、県下一円とする。

２ 入学者の選抜は、小学校での学習や日常生活を通して身に付けた力、学

習に対する意欲などを、筆記による適性検査、面接、調査書を組み合わせ

て、総合的に評価し、行うものとする。

３ 選抜に当たっては、県立中学校において入学者選抜委員会を設け、公正

に行うものとする。
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議案第３号

令和７年度青森県立高等学校入学者選抜基本方針案について

令和７年度青森県立高等学校入学者選抜基本方針を次のように定める。

令和７年度青森県立高等学校入学者選抜基本方針

青森県立高等学校における入学者の選抜は、この方針によって実施する。

入学者の選抜は、教育の機会均等の精神にのっとり、公正かつ妥当な方法

で、各高等学校及び学科の特色に応じ、能力・適性、意欲、努力の成果など

を様々な観点から評価し、適正に選抜されるよう実施するものとする。

１ 高等学校の通学区域は、県下一円とする。

２ 全日制の課程及び定時制の課程の入学者の選抜は、次のとおりとする。

（１）出願は、１人、１校１学科（部）に限るものとする。ただし、当該

校に設置されている学科間等で第２志望を認める。

（２）選抜は、中学校等の校長から提出される調査書（以下「調査書」と

いう。）、青森県教育委員会が実施する学力検査の成績、各高等学校

で行う面接の結果及び各高等学校が定める選抜資料等に基づいて、一

般選抜と特色化選抜により行うものとする。

（３）やむを得ない事由によって入学者選抜の学力検査等を受検できなか

った者を対象に、別に定めるところにより、追検査を行うものとする。

（４）合格者数が募集人員に満たない学科等において、別に定めるところ

により、再募集を行うものとする。

３ 通信制の課程の入学者の選抜は、調査書又は入学出願資格に関する証明

書等に基づいて行い、学力検査は実施しないものとする。
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４ 青森県教育委員会が実施する学力検査は、次のとおりとする。

（１）実施教科は、国語、社会、数学、理科、外国語（英語）の５教科と

する。

（２）各教科の学力検査問題は、中学校学習指導要領に示されている基礎

的・基本的な内容とする。

５ ２から４に定めるもののほか、全国からの生徒募集導入校において、別

に定めるところにより、全国からの生徒募集「あおもり留学特別選抜」を行

うものとする。

６ 選抜に当たっては、各高等学校において入学者選抜委員会を設け、公正

に行うものとする。
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議案第４号 

令和７年度青森県立特別支援学校高等部 

入学者選抜基本方針案について 
 

令和７年度青森県立特別支援学校高等部入学者選抜基本方針を次のように

定める。 

 

令和７年度青森県立特別支援学校高等部入学者選抜基本方針 
 

青森県立特別支援学校高等部における入学者の選抜は、この方針によって

実施する。 

 入学者の選抜は、教育の機会均等の精神にのっとり、公正かつ妥当な方法で、

高等部を設置する各特別支援学校及び学科の特色に応じ、能力・適性、意欲、

努力の成果などを様々な観点から評価し、適正に選抜されるよう実施するも

のとする。 

 

１ 特別支援学校の通学区域は、県下一円とする。 

   

２ 入学者の選抜は、次のとおりとする。 

（１）出願は、１人、１校１学科に限るものとする。ただし、青森県立盲学校

に出願する場合は、普通科と保健理療科との間で第２志望を認める。 

（２）選抜は、中学校等の校長から提出される調査書、各特別支援学校で実施

する面接の結果及び必要に応じて実施する諸検査の結果を選抜資料とし、

総合的に判定し行うものとする。 

（３）青森県立青森第二高等養護学校又は青森県立八戸高等支援学校の産業

科に出願し、やむを得ない事由によって入学者選抜の学力検査等を受検

できなかった者を対象に、別に定めるところにより、追検査を行うものと

する。 

（４）（１）にかかわらず、青森県立青森第二高等養護学校又は青森県立八戸

高等支援学校の産業科に出願し、合格しなかった場合は、知的障がい者で

ある生徒に対する教育を行う特別支援学校（青森県立八戸高等支援学校

を含む。）の普通科に出願することができる。 

 

３ 面接及び諸検査は、障がいの状態や特性及び心身の発達の段階等に十分

配慮して適切に実施するものとする。 
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４ 選抜に当たっては、各特別支援学校において入学者選抜委員会を設け、公

正に行うものとする。 
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議案第５号

県立高等学校の学科の設置及び廃止について

１ 提案理由

県立高等学校の学科を設置及び廃止するため提案するものである。

２ 学科の設置

（１）学校名、課程及び設置する学科

学 校 名 課 程 学 科

青森県立五所川原農林高等学校 全日制の課程 環境科学科

（２）設置の時期

令和７年４月１日

３ 学科の廃止

（１）学校名、課程及び廃止する学科

学 校 名 課 程 学 科

森林科学科
青森県立五所川原農林高等学校 全日制の課程

環境土木科

（２）廃止の時期

令和７年３月３１日

（３）その他

廃止の日に当該学科に在学する者が当該学科に在学しなくなる日ま

での間、存続するものとする。
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［その他］

職員の懲戒処分の状況について

令和６年６月（５月１日～５月３１日分）

青森県教育委員会

事案 ①被 処 分 者 東青地域の小学校 教諭（５９歳 女性）

②事件の概要等 人身事故（治療期間が１５日未満）、信号無視

・ 令和５年１２月１２日（火）午後５時５分頃

・ 青森市内の市道

・ 自動車を運転中、交差点で赤信号のため一時停止したものの、青信

号に変わる前に車を発進させ、左側から同交差点に進入してきた自動

車と衝突したもの。

・ 事故の相手方（１名 １５日未満の加療）

③処 分 内 容 戒告

④処分年月日 令和６年５月２７日
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